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特集　みんなで取り組む　地域共生・信州

外国人介護職への
期待高まる！

～福祉人材の確保、育成、定着に関する調査結果から～

　地域共生・社会の実現に向けて、労働人口の減少のなかで、福祉・介護の担い手をどの
ように確保し、育てていくかが大きな課題となっています。
　長野県社会福祉協議会と長野県社会福祉法人経営者協議会では、このほど、県内の
社会福祉法人を対象に、支える人材の育成に関する調査結果をまとめました。
　調査結果をふまえて、外国人介護職への期待の高まりと、誰もが輝ける職場づくりの
必要性について考えます。

外
国
人
介
護
職
を「
雇
用
し
て
い

る
」「
雇
用
す
る
予
定
が
あ
る
」

法
人 

合
わ
せ
て
20
％
を
超
え
る

長
野
県
内
で
雇
用
さ
れ
て
い
る
外
国
人

（
特
別
永
住
者
を
除
く
）は
、
令
和
元
年
10

月
時
点
で
約
二
万
人
と
な
り
、
過
去
最
高
を

記
録
し
ま
し
た
。（
長
野
労
働
局
発
表
資
料

か
ら
）

今
、労
働
人
口
の
減
少
の
な
か
で
、福
祉・

介
護
事
業
所
に
お
い
て
も
外
国
人
介
護
職

の
雇
用
に
関
心
が
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

長
野
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
を
対
象
に

行
っ
た
今
回
の
調
査
で
は
、
外
国
人
介
護
職

を「
雇
用
し
て
い
る
」「
雇
用
す
る
予
定
が
あ

る
」法
人
が
、
54
法
人（
２
０
．
５
％
）と
な

り
、
20
％
を
超
え
ま
し
た
。

雇
用
の
内
訳
は
、
Ｅ
Ｐ
Ａ（
経
済
連
携
協

定
）や
技
能
実
習
生
等
と
し
て
の
受
け
入
れ

が
11
法
人
で
あ
り
、
そ
れ
以
外
の
31
法
人

は
、
永
住
権
の
あ
る
方
や
日
本
人
の
配
偶
者

と
回
答
し
て
い
ま
す[

複
数
回
答]

。

雇
用
し
て
い
る
、
も
し
く
は
雇
用
を
予
定

し
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
に
そ
の
理
由
を

尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
将
来
的
な
人
手
不
足
に

備
え
る
た
め
」「
介
護
技
能
も
あ
り
、
人
柄

も
よ
い
」の
ほ
か
、「
外
国
人
枠
で
雇
用
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」と
す
る
回
答
も
あ

り
ま
し
た
。

ま
た
、「
技
能
実
習
生
が
入
る
こ
と
に
よ

り
施
設
全
体
が
明
る
く
ケ
ア
が
向
上
し
て
い

る
現
状
か
ら
受
け
入
れ
人
数
を
増
や
し
て
い

る
」「
職
員
に
も
利
用
者
に
も
好
ま
し
い
刺
激

が
期
待
で
き
る
」と
、
雇
用
し
た
こ
と
に
よ

る
プ
ラ
ス
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。
過
去
、

外
国
人
職
員
が
早
期
離
職
し
て
し
ま
っ
た
法

人
で
は
、
時
間
を
か
け
て
仕
事
に
慣
れ
て
も

ら
え
る
体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
職
員

が
生
活
す
る
地
域
に
も
働
き
か
け
、
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
ま

す
。「(

法
人
の)

方
針
さ
え
あ
え
ば
、
拒
む

外国人を雇用している
（高齢以外）4（1.5%）

今後、外国人を雇用する予定
20（7.6%）

外国人を雇用
していない
210（79.5%）

外国人を雇用している
（高齢福祉）30（11.4%）

34（12.9%）

外国人の雇用について

県内で働く外国人介護職員
（社会福祉法人萱垣会　シルバーハウスゆめの郷）
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こ
と
は
な
い
の
で
受
け
入
れ
て
い
る
。
外
国

人
だ
か
ら
と
言
っ
て
差
別
的
な
考
え
を
持
つ

こ
と
の
方
が
時
代
に
逆
行
し
て
い
る
」と
回

答
し
た
法
人
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
外
国
人
を
雇
用
し
て
い
な
い

２
１
０
法
人
に
そ
の
理
由
を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
利
用
者
・
家
族
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
難
し
い
」(

１
０
１
法
人
、
４
８
．

１
％)

が
一
番
多
く
、
つ
い
で「
担
当
職
員

の
負
担
が
重
い
」(

88
法
人
、
４
１
．
９
％)

「
報
告
・
記
録
・
申
し
送
り
が
困
難
で
あ
る
」

(

78
法
人・３
１
．
７
％)

と
な
り
、〝
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
〟や〝
受
け
入
れ
側
の
体
制

整
備
〟が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
見
え
て
き
ま
す
。

今
後
、
外
国
人
職
員
を
受
け
入
れ
る
福

祉
事
業
者
が
増
え
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す

が
、
定
着
に
向
け
て
外
国
人
労
働
者
だ
け
で

な
く
、
受
け
入
れ
法
人
の
体
制
作
り
が
、
鍵

と
な
る
と
言
え
ま
す
。

約
４
割
の
法
人
が
、人
材
派
遣・

紹
介
会
社
を「
活
用
」ま
た
は

「
今
後
、活
用
予
定
」と
回
答

福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
に
悩
む
法
人

で
は
、
外
国
人
へ
の
期
待
と
と
も
に
、
人

材
派
遣
・
紹
介
会
社
を
活
用
す
る
工
夫
も

進
ん
で
い
ま
す
。

回
答
が
あ
っ
た
社
会
福
祉
法
人
の
う

ち
、
人
材
派
遣
会
社
・
紹
介
会
社
を
利
用

し
て
い
る
の
は
73
法
人(

２
７
．
７
％)

で

し
た
。
こ
の
73
法
人
の
う
ち
56
法
人
が
人

材
派
遣
会
社
を
利
用
し
て
お
り
、
平
均
で

８
５
４
．
２
万
円
、
最
大
４
，
７
４
０
万

円
の
派
遣
料
を
支
払
っ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
人
材
紹
介
会
社
を
利
用
し
て
い
る
の

は
45
法
人
で
、
平
均
１
６
４
．
２
万
円
、

最
大
７
９
４
万
円
の
紹
介
料
を
支
払
っ
て

い
ま
し
た
。

人
材
派
遣
・
紹
介
会
社
を
利
用
す
る
理

由
と
し
て
「
募
集
し
て
も
応
募
が
な
い
」

が
66
法
人(

９
０
．
４
％)

と
最
も
多
く
、

続
い
て
「
緊
急
性
に
対
応
で
き
る
」
35

法
人(

４
７
．
９
％)

、
「
即
戦
力
と
な
る

職
員
を
確
保
で
き
る
」
25
法
人(

３
４
．

２
％)

と
な
り
ま
し
た
。

　
人
材
育
成
、定
着
の
た
め
に

福
祉
職
員
生
涯
研
修
の
活
用
を

今
後
の
福
祉
人
材
の
確
保
に
向
け
て
、

外
国
人
雇
用
や
人
材
派
遣
・
紹
介
会
社
の

活
用
な
ど
多
様
な
ル
ー
ト
を
工
夫
し
て
い

く
動
き
は
、
今
後
と
も
拡
大
し
て
い
く
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

多
様
な
ル
ー
ト
か
ら
採
用
し
た
職
員
を

育
成
し
て
い
く
た
め
に
、
職
場
内
研
修
の

充
実
と
あ
わ
せ
て
、
職
場
外
研
修
の
有
効

な
活
用
が
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
す
。

人
材
の
育
成
の
阻
害
要
因
に
つ
い
て
、

「
人
材
不
足
」と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
な

人材派遣・紹介会社を
利用している（高齢者以外）
17（6.4%）

人材派遣・紹介会社を今後利用する予定 
11（4.2%）

人材派遣・
紹介会社を

利用していない
180（68.2%）

人材派遣・紹介会社を
利用している（高齢福祉）
56（21.2%）

73（27.7%）

人材派遣・紹介会社の利用について

人材派遣・紹介会社を利用する理由〔複数回答 , N=73〕

募集をしても応募がない

緊急性に対応できる

即戦力となる職員を確保できる
雇用の調整弁として活用している

（職員のけが、病気、産前・産後などの場合含む）
適性がない場合、派遣職員の入れ替えが可能である

採用の事務を行うための専門部署を設置できない

採用の事務を行うための専門職員を配置できない

計画的な教育研修がいらない

その他

66（90.4％）

35（47.9％）

25（34.2％）

23（31.5％）

15（20.5%）

0 20 40 60 80

3（4.1％）

3（4.1％）

1（1.4％）

1（1.4％）

外国人を雇用していない理由〔複数回答 , N=210〕

利用者・家族とのコミュニケーションが難しい

担当職員の負担が重い（生活面も含めて）

報告、記録、申し送りが困難である

職員同士のコミュニケーションが難しい

利用者支援のための技術教育・訓練コストが大きい

日本語習得のためのコストが大きい

日本の文化、習慣が理解しにくい

住居の確保にコストがかかる

その他

101（48.1％）

88（41.9％）

78（31.7％）

75（35.7％）

65（31.0％）

64（30.7％）

63（30.0％）

51（24.3％）

68（32.4％）
0 50 100 150
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り
ま
し
た(

２
０
４
法
人
、７
７
．
３
％)

。

次
に
、「
指
導
す
る
職
員
の
力
量
不
足
」

(

１
３
６
法
人
、
５
１
．
５
％)

、「
経
営

側
の
人
材
育
成
に
対
す
る
知
識
等
不
足
」

(

65
法
人
、
２
４
．
６
％)

と
い
う
、
人
材

育
成
の
あ
り
方
に
関
わ
る
理
由
が
あ
が
っ

て
い
ま
す
。

長
野
県
社
協
で
は
、
福
祉
人
材
の
育
成

と
定
着
を
目
的
と
し
た
福
祉
職
員
生
涯
研

修
と
人
材
育
成
・
研
修
担
当
者
向
け
研
修

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
研
修
事
業
は
、「
力
量
不
足
」

や「
知
識
等
不
足
」の
改
善
に
繋
が
る
内
容

と
な
っ
て
い
て
、
県
内
の
約
3
割
の
社
会
福

祉
法
人
が
職
員
を
研
修
に
参
加
さ
せ
て
い

て
、
中
に
は
昇
任
・
昇
格
に
必
要
な
研
修
と

し
て
位
置
づ
け
て
い
る
法
人
も
あ
り
ま
す
。

令
和
2
年
度
も
県
内
各
地
で
実
施
し
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
だ
け
で
な
く
、
福
祉
事
業
所

の
皆
様
の
人
材
育
成
に
ご
活
用
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
、
お
願
い
し
ま
す
。

昇任・昇格
要件に使っている

法人も！

●上級管理者課程
 ( 役員・施設長・所長等 )

●管理者課程
 ( 管理者、今後管理者となる予定の職員 )

●新任管理者課程
 ( 管理者となる予定の職員 )

●チームリーダー課程
( チームリーダー、今後チームリーダーと
なる予定の中堅職員 )
[ 保育士向けコースあり ]

●新任職員課程
( 新卒入職後、もしくは異業種・福祉業界
から転職後 3 年以内程度 )
[ 新任保育士向けコースあり ]

●中堅職員課程
( 入職後 3 年～ 7 年程度、担当業務の独力
遂行が可能なレベルの職員 )

●キャリアパス制度運用研修
 ( 施設長や管理者、キャリアパス制度運用
担当者 )

●OJTリーダー研修
 ( 人材育成、職場内研修担当者 )

●新人育成担当者研修
 ( 入職後概ね 3 年以上の中堅・若手職員で、
新人職員の指導役 ( チューター、メンター
など ) となる方 )

●キャリアマネージャー養成研修
 ( 管理者、及び人材育成・職場内研修担当者 )

福祉職員生涯研修（階層別研修） 人材育成・
研修担当者向け研修

人材の育成を阻害する要因〔複数回答 , N=264〕

人材不足

指導する職員の力量不足

経営側の人材育成に対する知識等の不足

資格取得期間（研修時間）の長期化

法人の経営不振

無資格者の雇用

派遣職員の雇用

その他

204（77.3％）

136（51.5％）

65（24.6％）

53（20.1％）

40（15.2％）

21（8.0％）

9（3.4％）

27（10.2％）
0 50 100 150 200 250

人材派遣・紹介会社を利用しない理由〔複数回答 , N=180〕

直接雇用に比べてコストが高い
採用で人材の確保ができている

法人が目指す理念や方針を共有しにくい
責任が重い仕事を任せられない

短期間で退職する
スキルが低い

未経験あるいは経験の浅い職員を派遣してくる
介護ロボットや ICT の活用による工夫で対応

無資格の職員を派遣してくる
残業を敬遠する傾向がある

その他

132（73.3％）
79（43.9％）

42（23.3％）
24（13.3％）

21（11.7％）
9（5.0％）
8（4.4％）

2（1.1％）
2（1.1％）
1（0.6％）
0

0 50 100 150
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県社協情報局

今後の日本社会においては、家族や親族がいない、または疎遠や絶縁状態などにあり、地
域にも頼ることができる人がいないため、身寄りがなく人生を終える方の増加が予想されます。
また、障がいを持つ子の親が高齢になり、先に人生の終焉を迎えた場合、残された子が親の
死に対応ができないことも考えられます。

そこで、「あんしん未来創造プロジェクト」の一つとして、行政、社会福祉協議会、専門職、民間
事業所、関係機関、地域の支援者などが参画した身寄りのない方などのエンディングに関する
連携の仕組みを研究することで、地域社会における死後のあんしんを創造することを目指し、
南箕輪村及び松川村で議論を重ねてきました。

参画いただいたメンバーは、弁護士、司法書士、社会保険労務士、医療関係者、民生委
員、金融機関、葬儀会社、警察、そして役場、福祉事務所及び社会福祉協議会の職員など
です。南箕輪村及び松川村でそれぞれ３回開催し、「身寄りのない方の死亡時の現実と課
題」、「関係する法制度等」、「関係機関の役割」、「新たに必要とされる取り組み」などつい
て話し合いました。

○エンディングに関する希望をあらかじめ明らかにすることが大切
話し合いにより身寄りのない方が亡くなった場合、直後の対応、関係人への連絡、葬儀や埋葬に関することなどが課題となるため、あらかじ

め自らのエンディングに関する意志が明確にされており、その意志が確実に実施される地域の仕組みづくりが大切だとの結果に至りました。
例えば、社会福祉協議会では独自の金銭管理や財産保全サービスなどを実施していますが、こうした本人との契約に加えて任意後見契

約を結ぶことで、判断能力が不十分になったときに備えてもらうこと、さらに死後事務委任契約により、本人の意志に添った死後対応ができ
るようにすることなどが提案されました。

これは身寄りのない方の死後対応をスムーズにすることだけではなく、本人の意志の尊重と権利を最後まで擁護するという視点からのも
のです。

○総合的な権利擁護のために
南箕輪村で研究会の呼びかけをした社会福祉協議会の唐木さんは、「この研究会を通じて身寄りのない

方の死後対応の課題が見えてきた。社会福祉協議会として、これまで実施してきた金銭管理サービスや日常
生活自立支援事業の実施に加えて、任意後見契約や死後事務委任契約、法定後見の受任などを担うこと
で、南箕輪村において総合的な権利擁護の体制を構築していきたいと考えてます。」と話します。

○共通理解とネットワークの構築
松川村では、社会福祉協議会から丸山事務局長、楜澤事務局係長、伊藤専門員が参加しました。楜澤さんは「今回の研究会を開催し

たことで、村の関係者と共通理解を持つことができ、ネットワークを構築することが
できたので大変良かったと思います。任意後見や法人後見などをしっかりと社会
福祉協議会の事業に位置づけながら、本人が決めたエンディングに関する意志
が実行できるように体制をつくっていきたいと思います。」と今後を展望しています。

○エンディングに関するあんしんを創造
このように、それぞれの社会福祉協議会では、４月より任意後見及び死後事

務委任契約やエンディングノートの普及・作成支援に関する取り組みなどを始め
ることとしており、関係する機関との連携のなかで、本人の状態にかかわらず最後
まで人としての尊厳を大切にされるエンディングに関するあんしんを創造していき
ます。

長野県あんしん未来創造プロジェクト

「身寄りのない方のエンディングに関する
研究会」の実施（南箕輪村・松川村）

松川村社協・丸山事務局長（中央）、楜澤事務局係長（右）、
伊藤専門員（左）

南箕輪村社協・唐木事務局次長

南箕輪村（上）と松川村（下）での研究会の様子
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本誌は、福祉について理解を深める特集テーマと、ボランティア・地域活動
を紹介し、福祉教育の推進を図るため、小学生版と中学生版をそれぞれ年２回
発行しています。

一年にわたり、様々な資金確保術を見てきました。
インターネットを通じて資金を集めるサービス「クラウドファンディング」では、寄付型と

商品購入型のサービスを紹介。活用事例として「NPO法人Happy Spot Club」(千曲市)や、
「うちやまコミュニティ農園」(佐久市)を掲載しました。

寄付募集サイト「長野県みらいベース」は、地域に密着した小さな活動でも長期で資金が集
められる仕組み。活用事例の「NPO法人保護猫日和」（長野市）では、日ごろからFacebookなど
SNSでの情報発信や寄付つき商品販売など多様な資金確保に挑んでいました。
「赤い羽根共同募金」の、選んで募金できる「使途選択募金」、令和元年台風第19号を

きっかけに、緊急時の資金確保のしくみ「災害ボラサポ」にも焦点を当てました。
この他にも、県の地域発元気づくり支援金をはじめ、行政の補助金や民間の助成金があります。県のNPO助成金情報

や、7,000件の情報を掲載する助成財団センターのサイトを時々チェックしてみてください。
さて、忘れがちなのが寄付をいただいた人へのフィードバックです。メールや手紙、ホームページやSNSを上手に活用

して、活動の成果を発信することで、次の資金確保につながることに。また地域の新聞社やTV局などマスコミ活用も忘れ
ずに。県庁3Fの会見場では、誰でも記者会見を行え、マスコミ向けの資料を設置できます。更に、市民活動のポータルサイ
ト「ナガクル」など、地域のコミュニティサイトや雑誌などに取材依頼もしてみるといいでしょう。

日ごろからアンテナを高くし、自分たちの活動や組織体制に合った資金確保にぜひ挑戦してみてください。

お問い合わせ/ 長野県社会福祉協議会 まちづくりボランティアセンター TEL 026-226-1882

 アンテナを高くし、自分たちに合った資金調達を
情報発信とフィードバックがカギに

FU
ND

RAISING
資金確保術！

ながの赤い羽根
共同募金

県の地域発元気づくり
支援金

長野県みらいベース 助成財団センターの
ウェブサイト

県民文化部県民協働課の
NPO助成金情報のページ

長野県会見場利用の
ご案内

市民活動のポータルサイト
「ナガクル」

赤い羽根共同募金「使途選択募金」の活用事
例:NPO法人フードバンク信州は、小学校で給食
のない冬休み中、336世帯の希望家庭に食料を
発送しました。（2019年12月22日撮影）

小中学生ボランティア新聞

ぼらっちくんぼらっこちゃん

2019年度後期号では
災害ボランティアは力仕事だけ
じゃない？！
誰もが身近に感じられる活動を
ご紹介します。
これまでのイメージが変わるかも…？！
３月末発行予定です。ご期待ください！

Webページからも
ご覧いただけます。
こちらから
ご確認ください。
http://www.nsyakyo.or.jp/news/2019/12/post-14.php

2019年度前期号
小学生版では！
介護の現場で活躍する
介護ロボットを特集！
「なんで介護現場にロボットが？！」
「ロボットがいれば安心」では
ありません！

介護の受け手、支え手両方の負
担を軽減するロボットの活躍を実
際の導入例から紹介しています。

2019年度前期号
中学生版では！
地域にフィールドを置く
2つの中学校の活動を
ご紹介！
「全校で行うサロン活動」と
「ゴミ捨てから広がる地域交流」

形こそ違う地域での取り組みか
ら、地域との交流の大切さや思い
を発信しています。

7

昭和27年1月11日　第三種郵便物認可第774号　令和2年3月25日発行



昭和27年１月11日第三種郵便物認可　第774号　2020年（令和2年）3月25日発行（毎月25日発行）
●発行所／社会福祉法人長野県社会福祉協議会　〒380-0928 長野市若里7-1-7　TEL 026-228-4244　FAX 026-228-0130　E-mail info@nsyakyo.or.jp　URL http://www.nsyakyo.or.jp/
●編集制作・印刷所／有限会社サンライズ　●購読料／１部30 円（本会会費に含む）

●ご感想、お問合せ、
　掲載希望等は下記へ
　お寄せください。

長野県社会福祉協議会
総務企画部 企画グループ
TEL 026-228-4244
FAX 026-228-0130
E-mail kikaku@nsyakyo.or.jp

長野県
社会福祉協議会

長野県福祉研修
実施団体

きゃりあねっと

福祉・
介護べんり帖

信州福祉・
介護のひろば

webでもご覧になれます

今
月
の「
新
風
人
」は
、「
Ｕ
Ｄ
す
ご
ろ
く
」の
作
者

青
木
く
る
み
さ
ん
で
す
。

Ｑ　
い
よ
い
よ
社
会
人
で
す
ね
。

Ａ　

こ
の
春
、岡
学
園
ト
ー
タ
ル
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー

（
長
野
市
）を
卒
業
し
ま
す
。子
ど
も
の
頃
か
ら
絵

を
描
く
の
が
好
き
で
、デ
ザ
イ
ン
を
仕
事
に
す
る
こ
と

が
夢
で
し
た
。4
月
か
ら
デ
ザ
イ
ン
会
社
に
就
職
し

ま
す
。

Ｑ　
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
ー
す
ご
ろ
く
」の
発
想
は
？

Ａ　

授
業
で
、色
覚
障
が
い
の
人
に
配
慮
し
た
カ
ラ
ー
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
学
び
、人
と
は
違
う
色
の
見

え
方
を
し
て
い
る
人
が
い
る
こ
と
に
び
っ
く
り
。Ｕ
Ｄ

検
定
も
取
得
し
て
学
び
ま
し
た
。コ
ン
テ
ス
ト
に
応

募
す
る
際
は
、ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
カ
ラ
ー
を
知
っ
て
も
ら
う

ツ
ー
ル
と
し
て「
す
ご
ろ
く
」が一
番
親
し
み
や
す
い
と

考
え
ま
し
た
。

Ｑ　

ど
ん
な
工
夫
が
？

Ａ　

赤
や
緑
が
グ
レ
ーっ
ぽ
く
見
え
て
し
ま
う
タ
イ
プ
の

特
性
を
持
つ
方
が一番
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。色
の
使
い

方
や
文
字
の
選
び
方
、ロ
ゴ
な
ど
を
少
し
大
き
め
に
表

記
す
る
こ
と
で
、見
え
や
す
く
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ　

福
祉
の
職
場
の
見
学
も
し
て
く
れ
ま
し
た
ね
。

Ａ　

コ
ン
テ
ス
ト
に
向
け
た
授
業
の一環
で
、老
人
保
健
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。小
学
生
の
頃
老
人
ホ
ー
ム
に

行
っ
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、正
直
言
っ
て
、そ
の
時
と

違
い
、明
る
く
あ
た
た
かい
印
象
を
受
け
ま
し
た
。職
員

さ
ん
と
利
用
者
さ
ん
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
た
た

か
さ
が
特
に
印
象
的
で
し
た
。

Ｑ　

デ
ザ
イ
ン
の
視
点
か
ら
、福
祉
の
職
場
で
気
づ
い

た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

Ａ　

若
い
職
員
さ
ん
も
多
か
っ
た
の
で
、ユニ
フ
ォ
ー
ム
の
デ

ザ
イ
ン
と
か
、居
室
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
、も
っ
と
き
れ
い

に
、も
っ
と
か
わ
い
く
し
た
ら
…
と
感
じ
た
と
こ
ろ
は
あ

り
ま
す
。経
験
を
積
ん
で
、そ
う
い
う
お
手
伝
い
も
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
で
す
。

毎号福祉の現場に新しい
風を吹き込む方をご紹介します。

webでも
ご覧になれます

「誰にとっても楽しく遊べるユニバーサルカラーすごろく」
信州共生みらいアイディアコンテスト2019

「福祉を考える企業の会会長賞」受賞作品

岡学園トータルデザインアカデミー
高度専攻科

青木くるみさん

『あ』　手製筆、水彩絵の具

作者：吉賀 秋雄（よしが あきお） 62歳　
安曇野市在住

吉賀さんはいつもひらがなの『あ』しか描かない。誰に何と言われようと、頑なに『あ』なのである。
支援者が筆の代わりに、アルミホイルを丸めたもの、毛糸を束ねたり、新聞紙を丸めたり、様 な々材料
で筆を作り、提供してみた。やはり『あ』を描くのだが、それぞれに味わい深い『あ』が表現された。
『あ』は『あきお』の『あ』なのだ。まるで『俺はオレなんだ』と。マイリマシタ。

（ながのアートミーティング　取材）

お世話になった越先生と

何気ない会話からアイディアが
生まれます
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